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  伊藤家の火入れ式 

２－１２    草創期の活動記録 

２－１２－１       １グループ結成１０年の歩み 

 

・Ｈ5(1993).5～7   民家園と生涯学習事業団との共催講座「民家―ハレとケのフォルム」

（全 12 回）実施、終了後、講師の三輪職員（園）からボランティ

アへの参加呼びかけあり。 

・〃     .10～11   上記受講者有志により民家園まつり（当時は 10－11 月）の週末に床 

上公開実施 

          仮称ボランティアグループ「炉端の会」発足 

・ 〃    .12～Ｈ6(1994).3  

山田・菅原家の雪囲い展示にあわせ毎日曜に床上公開実施 

           平行して組織化についてメンバーと民家園で協議（既存グループ(川

崎文化財友の会、多摩文化財愛護ボランティア等)との整合性、民家

園との関わり等） 

・Ｈ6(1994).7～8   第 1 回ボランティア養成講座開講（抽選により 50 名受講） 

・ 〃      .8.26   「炉端の会」設立総会 

           規約決定 会長今村氏 曜日別の班編成（火－金、土日の 5班） 

第 3金曜に例会・学習会 任期 5年 担当は三輪職員（学芸員） 

・ 〃      .9.1     活動開始、一日 1-2 棟の床上公開 

・ 〃    .11    見学研修 影向寺（高津区） 

・Ｈ7(1995).2    会員の二次募集（土・日対応） 

・ 〃      .3    70 名体制による活動開始  土・日の運営円滑化 

・ 〃    .5.19   第 1 期総会 活動状況報告など 

・ 〃    .6    見学研修 大善寺（山梨県） 

・ 〃    .6    第 1 回団体案内実施 

・ 〃     .10    見学研修 古寺巡礼（東寺、東大寺など） 

・ 〃    .11    民家園まつり参加、日韓民家研究シンポジウム協力 

・Ｈ8(1996).2    伊藤家の囲炉裏改修に伴う「火入れ式」に参列 
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１，２Ｇ合同研修 服部緑地の日本民家集落博物館にて 

・ 〃     .3    井岡家かまど改修に伴う「火入れ式」に参列 

・ 〃    .9    見学研修 近江の国を訪ねて（石山寺他） 

・Ｈ9(1997).4    民家園 30 周年記念行事の応援 

・ 〃   .9～   3 周年記念行事として三澤家の裏の花壇整備を実施。 

        以後毎月作業（～Ｈ16.2 まで） 

・ 〃   .12       古民家見学バスツアー「彦部家住宅」（桐生市） 

・Ｈ10(1998).4    三輪職員 園長就任 炉端の会の顧問に就任 担当は杉田職員に。 

          第２グループ（以下２Ｇ）発足  

・ 〃        平安の仏像を訪ねて（醍醐寺、法界寺、平等院他） 

・ 〃    .10   １，２Ｇ合同研修 「近江路の観音様、大阪服部緑地など」   

・ 〃     .11   任期満了（5年）後の活動についてアンケート調査 

          47 名中 40 名が活動を続けると回答 

・Ｈ11(1999).1   三澤家現当主の話を聞く会 

・ 〃   .4    第 5 期総会 大沢会長に 活動の低下などを受け今後の活動は１年  

 後以降協議することとなる 

・ 〃    .5    １～２Ｇ合同研修（以後合同継続） 伊那部宿を訪ねる研鑽の旅 

（三澤家） 

・ 〃    .9    第３グループ（以下、３Ｇ）活動開始 第１Ｇの例会・学習会は第 4 

金曜に 

・Ｈ12(2000).8   第 6 期総会 活動の一年間継続 

・ 〃    .9   見学研修 大和郡山の奈良県立民俗博物館など 

・Ｈ13(2001).8    第 7 期総会 活動の１年間継続を決定 

・ 〃    .10   見学研修 伊豆韮山江川家住宅 

・Ｈ14(2002).8    第 8 期総会 活動の一年間継続 １０周年記念行事アンケート 
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第 10 期総会 

・ 〃    .12  見学研修 彦部家など 

・Ｈ15(2003).3   民家園 35 周年記念夜間特別開園に参加（床上公開など） 

・ 〃    .5  「市民文化パートナーシップかわさき」より表彰 

・ 〃    .8  第 9 期総会 苦しい活動状況が続くが、活動の一年継続を決定 

・ 〃   .11   船越の舞台公開 解説ボランティア 

・ 〃   .12   園外研修 山本家（茨城県鹿島郡）・鹿嶋神宮など 

・Ｈ16(2004).4   第１Ｇの今後についてアンケート 

          継続 16 人 勇退 14 人 休会 5人 担当は木下職員に。 

・ 〃    .7   川崎市制 80 周年記念表彰 

・ 〃    .8   第 10期総会 10周年を迎え活動の継続を決定 勇退者でＯＢ会を結成 

・Ｈ17(2005).4  第１～３Ｇと４～５期を曜日ごとの班に再編成 

第１Ｇは以後１期と名称変更        

                   

 

※園外の見学研修については、主なものを掲載した。詳細は、「第５章 学習会の記録」を

参照。 

※第 1 グループ作成の「10 年の歩み」をベースに民家園だよりや会員の話を入れて作成し

た。 

 

              （編集委員 13 期 金曜 布野） 


